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1 作 ○ ○ ○ ○

      対策  カラスウリはイチイ、マユミ等樹木に近いもののみ残す

 つる性野草  ツルフジバカマ、ヤブマメは生育促進を助ける ○グ
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ン
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○

 最重点作業

 センニンソウ、シオデ、ヘクソカズラ、ボタンズルは残す
○ ○ ○

22 10

 篠竹、笹対策  茎丈が約５０cm以上伸びたものは根本から切り除去 ○

 ヤマノイモ、ヤブガラシ、ナワシロイチゴは根本から除去

４　月 ５　月 ６　月

平成20年3月16日

自生野草を守り育てる会　

(土) (日)

９　月

作 業 の 具 体 的 措 置 の 概 要

３　月 １０　月

備　　　考

　
　
反
　
省
　
会

 重点作業（笹の除去）

 生育応援

（注）

平成20年　玉川上水自生野草保護活動の作業手法等予定表

○ ○ ○ ○ ○ ○

　　　（作業場所　商大橋～桜橋　　集合場所：商大橋　作業時間　９：３０～１１：３０　　７、８月のみ　８：３０～１０：３０）

７　月 ８　月

作業内容

業 ○ ○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○ ○

育 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

成 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

作 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

業 ○

○

12/3(水) 備　考

○

2 清掃

（今年のグリーンフェスティバルは中央公園です。　用意する花の種類、数は相談して決める。）

3

4

※

9月14日（日）、10月12日（日）

清掃、投棄物処理作業 　　毎月すべての土曜、日曜日　午前中作業（９：３０～１１：００）

反省会

作業は水
曜日（雨
天翌日）で
9:30～
11:30とし
ます。

※  作業時に当日咲いている花をチェック記録する（分布状況の把握）

※　3/22　２区画のシイの木の枝はらいをする。

11/5(水)7/2（水） 8/6（水） 9/3（水） 10/1（水）

　　場とすることが目標の作業。育苗、種子で実施する。

　　保護ゾーンをより豊かな自然環境の ○ ○

　　　草取り　　　　ﾋﾙｶﾞｵ土の入替　　　草取り等　　　草取り等　　　

※　担当　　宮崎闊子　　※ヒルガオの土の入替、種子について鈴木（興）さんに相談する。

補 植 作 業

　　市内で唯一、多種の自生野草が咲く

　　４月　　　　５月　　　　　　６月～８月　　　９月～10月
○ ○ ○ ○ ○ ○

 グリーンフェスティバル(５/1１)　への準備、下ごしらえ等 ○どんぐり広場

作　　業　　日 4/2（水）

 落葉掃除、おきな草整備、棚の整備 ○

は3連休の中日（要注意）

 投棄物処理  ゾーン区域内の清掃や野草成育環境作り ○ ○

 草ボケの中の下草刈り

 事前除草

 は翌日に実施します。

 ６月２８日（土）は最重点

 樹木類処分  ウメモドキ、クワ、フジ等は随時処分する ○  
移
植
の
日

　
共
同
作
業

○ 　
共
同
作
業

 作業月の為、雨の場合

 強靱野草措置

 ５月２４日（土）、

      対策  カラスウリはイチイ、マユミ等樹木に近いもののみ残す

 ヤエモグラ、アカネはある程度の長さを残し、先端は切る ○
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○

○

 ヤブマオは可能な程度除去に努める

 風倒対応  草丈の高い野草に対して、必要に応じ措置する

あらかじめマ－キングして除去

芋煮会

　
　
反
　
省
　
会 （注）

ススキの除去 増えすぎた為、場所を決めて育てる（その他は除去） ○ ○

 草ボケの増殖を図るため水道局の草刈り前に目印を付ける

※　作業実施日の担当者・・・・・・第２日曜日　滝本房子、渡辺昭子　　　　第４土曜日　　井　次吉　　　（当日は、現地状況等を判断し、説明、指示する）

5/7（水） 6/4（水）



　（イ）補植種を選ぶ　についての考え方（条件）

  　左記、３点の条件の１つ以上を　　　　　　　　　　１．現在玉川上水のどこかに現存している種類。

　　　　　満たしている自生野草　　　　　　　　　　　　２．概ね２０年程以前まで市内玉川上水べりに生育していた種類。

  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．自生野草かどうか判別困難な場合は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１年又は２年、どんぐり広場にて開花させた後判断する。

5

 　種類　　　　　　補植場所　　　担当者 　　　種類　　　　　　補植場所　　　　　担当者 担当

  　オミナエシ　　　６区画（見守る）  　チゴユリ　　　 　1区画に希望　　　　織田 　織田

  　カラスウリ　　　2区画（見守る）

　ツルフジバカマ　４区画（見守る） 　宮崎

　渡辺

（注）ゾーン全般の景観環境を高めるため、ゾーンにそぐわしい樹木を補植する（山ハギ、山ツツジ、ネコヤナギ、アケビ等）

6

※　市民観察会の写真を募集の資料として掲示する。　　

　　　春１回、秋１回、計２回を予定します。

　　　　4月または5月につくば植物園の観察、秋は親睦観察会（奥多摩・御岳渓谷）　

7 　　　　多数の参加をお願いします。

　市民を対象とした保護ゾーンの観察会　　

日　　時　　５月９日（金）  ９：３０～１２：００

場　　所　　中央公園噴水前集合～津田塾大～玉川上水～野草ゾーン～桜橋解散　（今年はタンポポのガイドは無し）

ガイドをお願いする人　　井　次吉、内野　恵、滝本房子、織田雅雄　（ガイドは会員が行う為プロではない旨最初に話す）

市報で参加者の募集を行います。　会員のみなさまの参加をお願い致します。又、新規会員の募集も行います。　　※今年も何か行事のある時は新規募集を行う。

6月～11月　　　　　　　　　　　　　　 　（２）野草保護ゾーン区域の宣伝

7月～8月

　　　　　　　　　　　　　　 　（３）野草ボランティアの追加会員募集を行う。

7月～11月

コセンダングサ

ナンテンハギ

※　担当者・・・・写真：井　次吉　　文：内野　恵　　

ユウガギクカラスウリ

8月～11月

カラスノゴマ

ノアザミ

　どんぐり広場から４区画

　８区画で殖やす

アキノタムラソウ

ツユクサ

ワレモコウ

センニンソウ

   平成１９年の掲示実績（花の名前）

　アヤメ 　２Æ３区画へ少し 　織田 　キツネノカミソリ

　　（ハ）　掲示内容　・・・（１）「野草を大切に」を呼びかける　

　　（ロ）　掲示時期　・・・３月より毎月１回、その月の主な野草３種　その他の花の名前 コヒルガオ

ヤブジラミ

ウマノアシガタ

シャガ

タカトウダイ

ノカンゾウ

  保護観察ゾーンの案内掲示板の設置

6月～8月

　　（イ）　掲示ケ所・・・・・商大橋付近、桜橋付近

4月～5月

オオジシバリ オカトラノオ

　タムラソウ 　2区画（種） 　滝本 　オトギリソウ

　キキョウ

　ニワゼキショウ 　どんぐり広場 　滝本 　河原ナデシコ

種　　類 　補　植　場　所 担当

　（ロ）補植種

　他の地域へ観察会

　補　植　場　所

今年の予定移植種

種　　類

どんぐり広場から２区画へ

　保留、調査

　ウツボグサ（種子） 　１区画 　滝本


